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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は以下である。
(1)要素間関連性の包括的定義に関する調査は、公開資料を中心に1990年代から現在にいたるまで、本、論文、
雑誌、新聞およびウェブから1500以上収集し、500近く工場案例を抽出した。関連性の枠組みはS-F理論を援用
し、データを用いてその有効性を検証していた。また、関連性を示すキーワードと工場案例を結びつき、データ
マイニングの技術で検証している。
(2)製品間の関連性(競争関係)とセル間の関連性(競争関係)を分析し、 Worst Case Analysisという手法で、ラ
イン生産とセル生産を比較するモデルを構築し、生産性向上におけるセル生産の優位性を理論的に証明した。 

研究成果の概要（英文）：Following contributions are achieved in our research.
(1) First, our purpose is to define the element relationship comprehensively. Over 1500 materials 
were collected and about 500 factory cases were picked up. We plan to make a database to help us 
analyzing the framework of the relationships of Seru production system. We also tried to used a S-F 
framework, a four dimensional description framework, to describe Seru in multi dimensions and 
levels. We also established a framework to show the relationship between element key word and the 
factories. Then some data mining techniques like as cluster analysis can be used to group the key 
words to show the relationships in a Seru production system. 
(2) Second, we have used the Worst Case Analysis to compare Seru production system and a belt 
conveyer assembly line, when a competition in products or Serus(workers), and proved Sru production 
system is superior in productivity.     

研究分野： 複合新領域
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１．研究開始当初の背景 
 セル生産は典型的に現場先行型生産シス
テムである。９０年代から日本企業で盛んに
取り入れて多くの成果が公表されているが、
海外ではほとんど知らされていない。また、
国内におけるセル生産の研究は断片的なも
のが多く、セル生産を統合的に解釈する研究
はまだない。 
 
２．研究の目的 
 生産システムは多面的なものと考え、その
中の要素間の関連性に着目し、セル生産シス
テムにおける要素間の関連性を評価した上、
セル生産システムの構築理論と評価体系を
研究開発し、新しい生産パラダイムの理論基
礎を考案する。これにより企業がセル生産を
新規導入時の指針と、現存システムの評価に
指導的な役割を果たす。 
 
３．研究の方法 
 セル生産システムにおける要素間の関連
性を包括的に定義するために、システムの多
面性と階層性を考えて、S—F スキームを用い
て定義する。その上、現場からのデータで評
価するアプローチを開発し、その有用性を証
明する。また、要素間の関連性を定量的に評
価するために、数理計画、シミュレーション
だけでなく、データマイニングの技術も開発
する。 
 
４．研究成果 
 本研究は以上の目的を達成するために、３
年間研究を積み重ねてきた。主な成果は以下
の通りである。 
(1)要素間の関連性とその評価 
 「要素間の関連性を包括的に定義する」を
目的とするセル生産システムに関する調査は、
公開資料を中心に１９９０年代から２０１６
年まで、本、論文、雑誌、新聞及びウェブサイ
トから１５００以上収集し、その中から５０
０近く工場の案例を抽出した。関連する企業
は電子機器産業だけでなく、自動車、機械加
工を含めて食品加工や小売りなどの領域に広
げている。新聞記事になる企業がごく一部で
あることを考えるとセル生産は日本の製造業
にかなり普及していると思われる。これら工
場において、いかにセル生産を導入し、どの
ような施策を行い、どれだけの成果を上げて
いたかなどの情報をデータベース化する。こ
のデータベースに基づき、本研究は一つや二
つの個案を分析するものでなく、多く（公表
されたすべて）の個案を帰納的に解析し、多
面的にセル生産システムの本質を表現しよう
とする。また、このセル生産システムのデー
タベースを日本語が分からなくても参照でき
るようにして、世界的にセル生産システムに
関する研究を加速させることができる。この
データベースを構築して関連性の枠組みを確

立する段階に来ている。枠組みの理論は様々
な説を試し、黒澤一清(元東工大教授)のS-F理
論を援用するという結論となり、一部既存デ
ータを用いてその有効性を検証していた。ま
た、「要素間の関連性を定量に評価する」と
いう目標に対して、関連性を示す複数のキー
ワードを工場案例からマイニングし、クラス
ター分析でグループ化することによりセル生
産システムのS—Fスキームを構築することが
できる。構築されたS—Fスキームを用いて工場
に対してアンケート調査を実施すれば、導入
されたセル生産システムを評価することがで
きる。この評価指標体系を実用化することは
日本だけでなく海外工場にセル生産を普及す
るのに役立つ。 
  本研究の大きな成果の一つは、２０１７年
に我々のセル生産に関する案例研究が
JOM(journal of Operations Management、経
営工学領域のNo.1のジャーナル)に掲載され
たことである。これによりセル生産が次世代
の生産システムとして世界中に注目されてい
る。 
(2)要素間の関連性をセル生産システムへ適
用 
  製品間の関連性(競争関係)とセル間の関連
性(競争関係)を分析し、 Worst Case Analysis
を用いてライン生産とセル生産を比較するモ
デルを構築し、生産性向上におけるセル生産
の優位性を理論的に証明した。 
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